
　皆様には、日頃から立川ひろとしの活動に対しまして

ご理解とご支援を頂きまして有難う御座います。

　さて、今回の議会は、報告１件、議案２件、選任２件、

選挙１件という案件の少ない議会で、産業委員会と、

私の所属する建設委員会には付託案件はありませんでした。

　一方一般質問においては、前回お休みした分、

調査・検討に十分な時間をかけた中身の濃い質問を行う

ことができたと、自分自身、大変満足しております。

一般質問については、本誌後半で掲載しておりますので、

そちらをご覧ください。

　　　　　　　　　　先ほども述べたとおり、私の所属する建設委員会では、付託議案が

　　　　　　　　　なかったので、委員会を早々に閉会し、勉強会に切替え、所管各課の

　　　　　　　　　事業内容の説明を頂いたり、懸案事項に関する意見交換を行うなど、

　　　　　　　　　案件は無かったものの、内容の濃い会議とすることができました。
　

　案件が少ない点については、今回の議会では補正予算がなかったこと、国会で改正

された地方税法の改正に伴う条例改正を専決処分（市長の権限にて先行で処理し、

直近の議会で報告して、承認を得る方法）にて処理したことにより、本来、議会で

審議すべき案件が減ってしまったいうのが、率直な感想です。
　

　補正予算が無かった点については、先の３月議会で当初予算を審議し、決定してから、

３ヶ月しか経過してない中で補正（いわゆる修正）を行うことは、予算策定時の見通しが

甘い、予算審議が不十分だったとの見方もできますので、今議会で補正予算がないのは、

妥当であると考えています。（もちろん緊急を要する場合にはこの限りではありません）
　

　案件が少ない中でも、議会全体で、各委員会が常に所管内の事業に目を向け、問題

意識を持って取り組んでおりますので、ご理解とご支援を宜しくお願い致します。
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審議案件のきわめて少ない議会でした…
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私の所属する建設委員会では…



≪ 結城市非常勤消防団員に係る退職報奨金の一部改正 ≫
　

　平成１８年４月１日以降に退職した結城市非常勤消防団員の退職報奨金を、

　下記のように改正
　

　●改正前
　

　　　　　　　　　5年以上 　10年以上  15年以上　20年以上　25年以上　30年以上 

　　　　　　　　　10年未満　15年未満　20年未満　25年未満　30年未満

　 団長 　　　　　 187千円　 292千円　 407千円　 542千円　 727千円　 927千円 

　 副団長 　　　　 177千円　 277千円　 377千円　 482千円　 657千円　 857千円 

　 分団長 　  　　 167千円　 266千円　 361千円　 461千円　 607千円　 797千円 

　 副分団長 　　　 162千円　 251千円　 336千円　 426千円　 572千円　 757千円 

　 部長及び班長 　 152千円　 231千円　 306千円　 386千円　 512千円　 682千円 

　 団員 　　　　　 142千円　 212千円　 282千円　 357千円　 467千円　 637千円 

　

　●改正後
　

　　　　　　　　　5年以上 　10年以上  15年以上　20年以上　25年以上　30年以上 

　　　　　　　　　10年未満　15年未満　20年未満　25年未満　30年未満

　 団長 　　　　　 187千円　 292千円　 407千円　 542千円　 727千円　 927千円 

　 副団長 　　　　 177千円　 277千円　 377千円　 482千円　 657千円　 857千円 

　 分団長 　  　　 167千円　 268千円   363千円   463千円　 607千円　 797千円 

　 副分団長 　　　 162千円　 253千円   338千円   428千円　 572千円　 757千円 

　 部長及び班長 　 152千円　 233千円   308千円   388千円　 512千円　 682千円 

　 団員 　　　　　 142千円　 212千円　 282千円　 357千円　 467千円　 637千円 
　

　　　　　　　　　　　　　　　（平成１８年 結城市議会 第２回 定例会 議案より）

≪ 船橋 清 議員が副議長に就任 ≫
　

　定例会最終日、篠崎前副議長より辞意が表明されたことに伴い、結城市議会副議長の

選挙が実施され、指名推薦により、全会一致で船橋 清 議員（３期）を選出。
　

　　　　　　　　　　　（平成１８年 結城市議会 第２回 定例会 追加議案より）
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今定例会での話題など･･･



≪ 結城市固定資産評価審査委員の選任について ≫
　

　結城市固定資産評価審査委員会の委員に 會澤 至（あいざわ いたる）さん、

倉持 重雄（くらもち しげお）さんの選任に同意。

（両人共に、任期切れに伴う再任）

　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１８年 結城市議会 第２回 定例会 議案より）
　

≪ 結城市税条例の一部を改正 ≫
　

　① 平成１８年度分の個人市民税の非課税限度額の改正。

　② 平成１９年度分の個人市民税の所得割税率を一律１００分の６に改正。

　③ 平成１８年～平成２０年度までの土地にかかる固定資産税の税負担の調整 。

　④ 平成１８年７月１日よりたばこ税を１，０００本あたり３，２９８円に改正。
　

　　　　　　　　　　　（平成１８年 結城市議会 第２回 定例会 先決処分 案件より）
　

≪ 結城市国民健康保険税条例の一部改正 ≫
　

　① 介護納付金の課税限度額の見直し（現行の８万円から９万円に変更）
　

　② 公的年金等控除の見直しにより、国民健康保険税の負担増の緩和

　　　平成成１８年度からの６５歳以上の公的年金控除見直しに伴う保険料の

　　　増額を緩和する為の経過措置
　

　　　　　　　　　　　（平成１８年 結城市議会 第２回 定例会 先決処分 案件より）
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〔　　　　　　　　　　　 〕

コラム　～ 街の定義について考えてみる ～

　「街」 行政単位ではなく、人が生きていくうえでの環境という視点で考えて

みると、「生まれてから他界するまで、全てのことが足りる」ということが

街に対する私の持論。

　生まれて、勉学に励み、就職して仕事をし、子供を育て、余生を過ごし、

安らかに逝く。全てがあれば、人はそこにとどまり、一生を過ごすだろう。

足りないものがあるから、人が流出し、過疎が進む。逆に全てが快適にいけば、

そこには人が集まり、コミュニティーが形成され、街ができる。

　私は、結城市をそんな街にしていきたいと考えている。みんなと知恵を出し合い、

今の結城市に十分なもの、足りないもの、一つ一つを一緒に考えていきたい。

　もしかしたら、我々の世代では答えの出ない、解決のできないものもあるかも

しれない。政治はそれを見据え、長期的視野で取り組まねばならないし、

そうあるべきというのも私の持論。せめて、その基礎をつくり、後世への

架け橋としたい。そのために私は皆さんと一緒に走りたい･･･。



【質問：たちかわひろとし】
　

① 現在の利用者の状況はどうなっているか？
　

② 車両の変更・バス停の一部見直しに対する市民の反応は？
　

③ 本年９月末の福祉タクシー運行廃止に伴い、バス停の増設・コースの変更などの

　 検討をしているか？
　

④ 幹線道路は横断が危険であることから、幹線道路沿いのバス停は、信号そばへ

　 設置願いたいとの要望があるが、検討できないか？
　

⑤ 幹線道路で上り下りの路線のあるバス停では、道路の両側にバス停を設置願いたいとの

　 要望があるが、検討できないか？
　

⑥ 市長の当該事業に対する所見を答弁願いたい。

【答弁：保健福祉部長】
　

① 平成１８年４月では、１３１４名、５月では１２９９名、合わせて２６１３名の

　 利用があった。前年同時期比では、ほぼ同数の利用。
　

② 今年から経費節減を踏まえ、公用車のマイクロバスとワゴン車で運行。ワゴン車は

　 自動ドア、手すり、補助イスを設置し、利用者の利便性を図った。
　

　 しかし、ワゴン車は、運転手を除き９名しか乗車できないので、昨年までの乗車状況を

　 考慮し、定員超過をしないよう各コースへ配置した。その結果、遊湯館へ行く利用者が

　 開館時間に行けなくなったこと、土曜・日曜が運休となったことにより、

　 北部･東ルートは利用者が多少減っている。
　

　 江川･山川ルートの利用者は前年とほぼ同数、絹川･小田林ルートは２倍に増えている。
　

③ 本年４月の巡回バスの改正にあたって、福祉タクシーの運行廃止を念頭におき、

　 見直しを実施。江川Ｂ･山川Ｂルートは週２回、江川Ａ･山川Ａルートは３回に

　 増便した。特に江川Ａルートは、週３日運行のうち、早朝便を２回に増やした。
　

④ 幹線道路は交通量が多く、交差点付近に停車しての乗降は、危険を伴うことが多く、

　 また、交通の妨害にもなることから、交差点付近を避けて設置をしている。 4

１．市内巡回バスの運行状況について

たちかわひろとしの一般質問



⑤ まず、現在の設置箇所で上り方面しか設置されてない数ヶ所について、移動が可能か

　 どうかの状況の調査を行い対応していきたいと考えている。

【答弁：市長】
　

⑥ 市内巡回バス運行事業は、高齢者や、自動車を持たない市民の皆様の交通手段として

　 利用して頂き、少しでも市民の利便性の向上や商店街の活性化に寄与できるよう

　 さらに利用者の増加を図り、努力していきたい。

【質問：たちかわひろとし】
　

① 当該事業の進捗状況と見通しについて答弁願いたい。
　

② 当該地域の今後の整備見通しについて答弁願いたい。
　

③ 当該地区の住環境整備に対する市長の所見を伺いたい。

【答弁：都市建設部長】
　

　

① 当初の雨水排水整備事業の全体計画 市道１０路線、延長１９３６ｍは、

　 平成１７年度ですべて完了。
　

　 平成１８年度は、あらたに平成１７年３月に市道認定された３４３４号線の整備の

　 予定でおり、この路線の整備により、公達地区の雨水排水整備事業は全て完了の予定。
　

② 今年度から、合併浄化槽の設置箇所の多く交通上の多い路線から、舗装・補修工事を

　 年次計画にて進めて行きたいと考えている。
　

　 公達地区には街づくり委員会が設置されていると伺っており、当該委員会や

　 地元自治会と協議しながら、よりよい環境、よりよい街づくりを進めて行きたいと

　 考えているので、協力をお願いしたい。

【答弁：市長】
　

③ 雨水排水整備事業が、地域住民の協力により、今年度で完了できることに、

　 御礼申し上げたい。
　

　 今後は、市財政事情との調和を図りながら、必要な措置をとっていきたいと

　 考えているので、更なる協力をお願いしたい。
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２．公達地域の住環境整備について



【質問：たちかわひろとし】
　

① 本年度より介助員が市内３校に配置されたが、運用状況や学校側の反応、保護者の

　 反応について答弁願いたい。
　

② 現在３校に設置されているが、今後の人的拡充や、１日５時間の勤務時間枠を拡大し、

　 対象となる生徒さんが学校にいる間は勤務して頂けるような拡充は出来ないか？
　

③ ＴＴ講師とは基本的に勤務内容や目的が異なることから、要綱を別に定めて

　 運用すべきと思うが、執行部はどのように考えているか？
　

④ 特別支援教育の拡充に対する市長の所見を伺いたい。

【答弁：教育長】
　

　

① 担任の先生にとっては、おちついて学級全体の子供たちに気配りができ、指導に

　 集中できる、貴重な講和を頂けるなど、特別支援教育の校内体制づくりや個々の

　 先生方の実践的な指導に大いに役立っている、と報告を受けている。
　

　 障害をもつ子をもつ親にとっては、学校の対応について理解が深まるにつれて、

　 不安が和らいでいるようであり、学校参観で来校した保護者の皆様からは、好評を

　 いただいているようである。
　

　 しかし、本年度、取り組みをはじめてまだ日が浅く、成果などについては、

　 今後に期待している。
　

② まだ、２ヶ月を過ぎたばかりなので、なおいっそう、学校現場や保護者の反応等の

　 把握に努めるとともに、今しばらくは、状況を見守って行きたいと思っている。
　

③ ＴＴ非常勤講師は、本来、教員免許と、専門的な知識を持ち、教科指導を主な仕事と

　 する補助教員であるが、特別支援教育を進める上で、大変厳しい状況にある学校現場の

　 実態から、ＴＴ非常勤講師の一部を特別支援教育に充てざるを得ない状況にある。
　

　 また、障害を持つ子のなかには、単なる介助だけにとどまらず、教育的な支援が

　 必要なケースもでてきており、要綱を別に定めなくても、問題はないと考えている。

【答弁：市長】
　

③ 学校から大変よい評価を頂いていると聞いているが、スタートしてまだ２ヶ月しか

　 たってないので、しばらくは状況を見させて頂いて、その後判断し、よりより

　 方向に進めて行きたいと思っている。

３．特別支援教育の拡充について
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立川ひろとしのコメント

【市内巡回バスの運行状況について】
　

　福祉タクシーの運行終了を不安視する声があるが、財政難の中での類似事業の整理

統合や、巡回バスの本稼動を迎えた中では妥当な方針であると受け止めている。
　

　江川・山川地域へのバスの増便による対応を既に実施した姿勢は評価したい。

　幹線道路のバス停については、安全面を考えて現行の配置となっているとの答弁が

あったが、利用者側の意見を取り入れ、上下両方への設置や、横断を考えた設置を

考慮願いたいと要望した。

【公達地域の住環境整備について】
　

　本年度で全事業が完了し、当該地域の住民にとって長年の懸案であった雨水問題、

合併浄化槽を設置しての排水問題が解決をし、大きな効果のあった事業であると思う。
　

　また、当該地域が市街地、駅、近隣市町村へのアクセスが良好であること、

区画整理が実施されなかったことにより住宅地では比較的土地が安価であること、

合併浄化槽の設置による排水問題の解決により、宅地化が進む可能性があると

予測しており、今後も継続的な住環境整備が必要であると考えている。

　

【特別支援教育の拡充について】
　

　文部科学省でも、特別支援教育を必要とする可能性のある生徒が全国平均で

６．３％（３０人学級で約１．８人）にのぼる可能性があるとの資料を公開した中で

取り組みの必要性を説いている。その一方、提唱はしているものの、国として

予算措置をしていないという矛盾があり、その負担が市町村に求められているのが

現状である。
　

　そういった中で結城市でも、財政の厳しい中、今年度より介助員３名が配置され、

私自身、市内の小中学校を訪問し、特別支援教育の授業の様子を見学したなかでは、

大きな効果が出ていると感じており、評価できる施策である。
　

　人的拡充については、必要とする生徒の人数により検討されることなので、

一概には言えないが、勤務時間の拡充については、必要とする生徒さんが学校に

いる間は指導に当たっていただけるような措置を願いたい。
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４月から６月の活動
４月　・公達町内会 総会 出席　　　　　　　　　・結城中学校 入学式

　　　・城西小学校 入学式 出席　　　　　　　　・ふれあい電話主催 お花見会 手伝い

　　　・公達町内会 役員会 出席 　　　　　　 　・公達街づくり委員会 出席

　　　・結城市議会 全員協議会 出席　　　　　　・もちつき交流会 in ＤＡＲＣ 参加

　　　・地域コミュニティー手伝い ＆ ふたば会 定例会 参加

　　　・ローカルマニフェスト推進ネットワーク茨城 幹事会 出席

　　　・結城中学校ＰＴＡ総会 出席 
　

５月　・ふれあい電話の会 定例会 参加 　　　　　・立川ひろとし後援会 議会報告会 開催

　　　・地方自治経営学会 参加　　　　　　　　　・結城市議会 全員協議会 出席

　　　・公達５班２組 そば会 出席　　　　 　　　・結城南中学校 訪問（授業見学）

　　　・結城市まちづくり研究会 総会 出席 　　　・結城中学校 訪問（授業見学） 

　　　・絹川小学校 訪問（授業見学）　　　　　　・北関東学童野球 結城大会 開会式 出席

　　　・市民政治スクール地方の時代 夜明け前」参加（パネラーとしても出席）

　　　・結城市ボランティア連絡協議会 総会 参加

　　　・公達町内会 役員会 出席
　

６月　・ふれあい電話の会 定例会 出席

　　　・ゆうゆうカーニバル 手伝い 

　　　・結城市消防団 礼式訓練 参加 

　　　・結城養護学校 訪問（授業見学）

　　　・結城西小学校 訪問（授業見学）

　　　・公達街づくり委員会 出席

　　　・城南コミュニティーセンター 運営総会 出席

　　　・公達子ども会育成会 主催 クリーン作戦 参加

　　　・青少年育成市民会議 城西支部 総会 出席 

　　　・結城市消防団 第５分団 後援会 総会 出席 

　　　・結城市消防団 第５分団 操法訓練

　　　・生き生きサロン 手伝い

　　　・地域コミュニティー 手伝い 

編　集　後　記　

〒307-0001 茨城県結城市公達9858-25

0296-33-5657（TEL・FAX)　050-3425-2024（IP Phone)

http://www.tacho-net.com/tacho/　（パソコン）

http://www.tacho-net.com/tacho/i/（携帯電話）

E-Mail　webmaster@tacho-net.com

後援会 連絡先

　蒸し暑い季節がやってきました。夏バテしないように

水分をこまめに取りながらこの時期を乗り切って下さいね。

私は水分とりすぎなので、控えめに行こうと思っています。

　引き続き、本誌のご愛読を宜しくお願い致します。

また、ご意見、ご要望もお待ちしております。

たちかわ

◎次回定例会の予定（案）
　

9月 7日(木)　本会議（開会）

9月 8日(金)　一般質問

9月11日(月)　一般質問

9月12日(火)　常任委員会

　　　　　　（総務 産業）

9月13日(水)　常任委員会

　　　　　　（教育福祉 建設）

9月14日(木)　決算特別委員会

　　　　　　（総務 産業 関係）

9月15日(金)　決算特別委員会

　　　　　　（教育福祉 建設 関係）

9月21日(木)　本会議（開会）
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